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戦略１ 多様な主体との連携

番号 １－１

取組概要 多様な主体との新たな関係の構築及び連携による課題の解決

主な取組

「SDGs 公民連携相互提案プラットフォーム」を構築し、市が抱える課題に対し民間

事業者等の改善提案を受け、公民共に課題の解決に向けて事業展開を図る。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 １－２

取組概要 多様な主体との役割の見直し及び連携の強化

主な取組

委託、補助、事業共催、事業協力など公民連携する業務については、将来予測や協

働の対象者等の強みなどを的確に把握したうえで、公民の役割の見直しを検討する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

市
の
課
題
に
対
す
る
提
案
募

集
・
取
組
連
携

テーマフリーで相互提案ができる仕組へ進化

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

及
び
連
携
内
容
の
洗
い
出
し
・

役
割
の
見
直
し
検
討
及
び
改
善

資料１－２
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番号 １－３

取組概要 市民に開かれた市政の実現に向けた市民参画の幅広い機会の提供

主な取組

市民参画の新たな手法として、政策等の構想段階から積極的に情報を発信し、多様

な意見を聴き取りながら進ちょくを図る、パブリック・インボルブメント（ＰＩ）

を構築し、運用する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 １－４

取組概要 他自治体との連携による事務業務の効率化の推進

主な取組

国の委託事業である自治体行政スマートプロジェクトへ参加し、同一事務業務の自

治体間比較等により本市の課題を発見し、課題の解決に RPA 等の採用を検討・試行

するとともに、最適化された業務フローを国に報告する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト
構
築
・
運
用
開
始

自
治
体
行
政
ス
マ
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
取
組

(

国
か
ら
受
託
及
び
業
務
報
告)

業
務
終
了
後
も
連
携
し
た
自
治
体

と
関
係
を
継
続
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戦略２ 先進技術の駆使

番号 ２－１

取組概要 ＡＩを活用した事務業務の拡大検討及び効率化・簡素化の推進

主な取組

あいち AI ロボティクス連携共同研究会で共同利用している AI-OCR を利用する業務

の範囲を拡大する。また、AI の特性を活かせる業務を研究・選定したのち実証実験

を実施し普及促進に努める。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ２－２

取組概要 ＲＰＡの積極的な導入及び活用

主な取組

担当課からの意向に沿って引き続き導入を進めていく。また、市業務全体の状況か

ら選定した部署を重点的に取組むよう計画的に推進する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ

Ｒ
を
活
用
す

る
業
務
の
拡

大
促
進

Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
業
務
の

研
究
及
び
選

定

実証実験の実施・効果の検証・普及促進

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
普
及
促
進

年
度
毎
に
部
署
を
設
定
し
、
計

画
的
に
展
開



4

番号 ２－３

取組概要 公文書の電子化の推進、電子決裁を含めた文書管理システムの導入

主な取組

公文書の電子化を推進し、電子決裁を含めた新たな文書管理システムを導入する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ２－４

取組概要 自治体ＤＸ推進計画に基づく行政手続きの標準化に向けた対応

主な取組

国が策定する自治体ＤＸ推進計画に基づき、国が策定する標準仕様に準拠したシス

テムへ円滑に移行する。移行準備にともない、国の取組状況や支援策の情報の収集

に努める。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
た
事
務
取
扱
運
用
ル
ー
ル

の
検
討

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
調
達

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
・

運
用

２
０
２
５
（
Ｒ
７
）
ま
で
に
シ

ス
テ
ム
を
移
行

国
の
取
組
状
況
や
支
援
策
に
関

す
る
情
報
の
収
集
・
移
行
準
備

シ
ス
テ
ム
の
稼
働
・
運
用
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番号 ２－５

取組概要 ペーパーレス化に向けた積極的な取組の推進

主な取組

本庁管内ネットワークの無線化により、打合せ資料等は電子ファイルのままパソコ

ンを利用するなど、紙に頼らない事務業務の浸透を図り、ペーパーレス化を推進す

る。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ２－６

取組概要 行政手続きのオンライン化の推進

主な取組

マイナンバーカードを利用した行政手続きについては、国のマイナポータル等の環

境の整備に合わせて、利用範囲の拡大の検討を進める。また、マイナンバーカード

を必要としない各種届出書を電子化し、市民等からのオンラインによる提出を推進

する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

本
庁
管
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
無

線
化
の
稼
働

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
普
及
促
進

マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
利
用

範
囲
拡
大
検

討

各
種
届
出
書

の
電
子
化
の

検
討
・
実
施

マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
利
用

範
囲
拡
大
実

施
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番号 ２－７

取組概要 キャッシュレス決済の拡大検討及び段階的実施

主な取組

市税や保険料の普通徴収で採用しているクレジット決済以外に、自宅ＰＣやスマホ

によるキャッシュレス決済を検討する。また、窓口で徴収する料金等の徴収にもキ

ャッシュレス決済の導入など、利用分野の範囲拡大を検討し、段階的な実施を図る。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ２－８

取組概要 庁外（現地確認、現地打合せ、立ち入り調査等）におけるＩＣＴ技術の活用

主な取組

タブレットを活用し、現地の確認・打合せに必要な地図や図面等の持ち出し資料の

少量化・省スペース化を図る。また、高所や危険場所、広域エリアなど人の目で確

認することが難しい状況でのセンサー技術やドローン等の活用を検討する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の

拡
大
検
討

Ｉ
Ｔ
Ｃ
技
術
を
活
用
す
る
業
務

の
洗
い
出
し
・
研
究

研究・検討結果により活用可能なＩＣＴ技術を採用

段
階
的
に
実

施
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番号 ２－９

取組概要 Web ツールの活用の促進

主な取組

Web 会議の開催及び Web による研修会の参加など積極的な活用を推進する。また、

他自治体の活用事例を参考に内部事務支援ツールの研究を行う。市の施設やイベン

トなどを紹介するツールとして、更なる動画配信サービスの活用を図る。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
の
活
用
の
促
進
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戦略３ 先を見た選択とシュリンク（縮減）

番号 ３－１

取組概要 将来予測における事務業務の計画的な廃止及び縮減

主な取組

今まで執行してきた事務業務について、事務業務量や市民のニーズの動向などを将

来予測により在り方を見直す。廃止あるいは縮減できると判断した事務業務は速や

かに実行に移す。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ３－２

取組概要 公共施設の長寿命化・適正な維持管理に関連する計画に基づく運用

主な取組

公共施設等総合管理計画に基づく経営管理を推進する。また、施設毎に策定した個

別施設計画に基づく経営管理を推進する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

事
務
業
務
の
廃
止
・
縮
減
の
検

討
・
実
行

計
画
に
基
づ
く
経
営
管
理
の
推

進
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番号 ３－３

取組概要 押印義務化廃止にともなう行政文書や行政手続きの見直し

主な取組

押印義務化廃止による行政文書の取り扱いや必要性を再点検するとともに、行政手

続きの見直しも行う。省略可能あるいは不要と判断できるものについては速やかに

所定の手続きを行い実務に反映する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ３－４

取組概要 業務フロー等作成による内部事務手続きなどの見直し

主な取組

担当業務が属人化されている事務業務を中心に、業務棚卸や業務フローを作成し、

共有化を図る。また、作成された業務フロー・業務棚卸をもとに、内部事務手続き

などを見直し改善する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

行
政
文
書
及
び
手
続
き
の
見
直

し
・
改
善

業
務
フ
ロ
ー

・
業
務
棚
卸

の
作
成

内
部
事
務
手

続
き
の
見
直

し
・
改
善
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番号 ３－５

取組概要 内部統制制度に対する職員の意識の醸成

主な取組

リスクマネジメントの考え方を浸透させ、不祥事や事務ミス等の発生を予防する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ３－６

取組概要 ふるさと納税の利用者の拡大を目指す手法の探求

主な取組

ふるさと納税の返礼品の拡充の検討及び選定し、寄附金のさらなる確保を目指す。

また、ふるさと納税の新たな手法として、クラウドファンディング型ふるさと納税

の活用を研究し、課題の発見と課題の解決に向けて取り組む。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
研
修
等
の
実
施

職
員
の
意
識
の
醸
成

返
礼
品
の
拡

充
の
検
討
及

び
選
定

ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
活
用
の
研

究

研究・課題解決等により活用可能な事業で募集開始
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番号 ３－７

取組概要 公共施設等の効率的・効果的な活用による新たな歳入の確保

主な取組

公共施設や配布物の活用の見直しにより、生じる余剰スペースに広告等を設置し広

告料収入の確保に取り組む。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ３－８

取組概要 使用料・手数料の適正化の検討

主な取組

使用料及び手数料について、該当する行政サービスを利用する方・利用しない方の

公平性・公正性を確保するために、かかる歳出コスト等を明らかにし、利用者の負

担の適正化を検討します。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

公
共
施
設
等
の
活
用
の
見
直
し

新
た
な
財
源
の
検
討
・
確
保

歳
出
コ
ス
ト
の
洗
い
出
し
等

利用者の負担の適正化の検討
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番号 ３－９

取組概要 国庫補助制度の積極的な活用

主な取組

国の補助制度に関する情報を効率良く収集し、市の課題解決に向けた取組に関する

財源を積極的に獲得する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

補
助
制
度
に
関
す
る
情
報
収
集

・
補
助
金
の
獲
得
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戦略４ Smart＆Slim な人材の育成

番号 ４－１

取組概要 市や国の政策等に適した柔軟な組織編成

主な取組

行政に向けられる需要や国の政策などに柔軟に対応できるよう組織を編成する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ４－２

取組概要 デジタルに関する知識を有する人材の確保及び育成

主な取組

自治体の行政手続きのデジタル化を見据えて、デジタルを担当する主管課だけでな

く実務を担う各部署にも配属されるよう職員を育成する。また、市のデジタル化の

推進に必要とする高度なデジタル知識を有する外部人材の確保を検討する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

行
政
需
要
等
に
対
応
し
た
組
織

改
正

職
員
の
育
成

外
部
人
材
の

確
保
の
検
討
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番号 ４－３

取組概要 多様な勤務形態の推進

主な取組

ワークライフバランスの観点から、勤務時間を有効に活用できる環境を整え、すで

に実施している時差勤務やテレワークの更なる推進を図るため、課題の洗い出しと

その対策について研究する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

番号 ４－４

取組概要 保管場所の省スペース化にともなう職場環境の有効利用

主な取組

公文書の電子化及び電子決済の取組により、紙の文書の保管場所を省スペース化し、

業務の形態や職員の動線を考慮した職場の有効利用を推進する。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

多
様
な
勤
務
形
態
の
実
施

課
題
の
洗
い
出
し
・
研
究

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に

よ
る
省
ス
ペ
ー
ス
化
の
推
進

職
場
配
置
の
見
直
し
・
有
効
利

用
の
推
進
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番号 ４－５

取組概要 多様な主体との人員交流の実施

主な取組

民間事業者等と職員の交流を行い、行政の枠にとらわれない柔軟な発想の醸成や、

より効果的な課題解決の手法を発見する新たな視点の育成を図る。

実施時期
ＳＴＥＰ１ STEP2 STEP3

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6～R9 R10～R12

取組予定

多
様
な
主
体
と
の
人
員
交
流
の

実
施


